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X線、硬 X線領域での天体観測は、エネルギー、時間、イメージの 3つの情報を取得することで発展を遂げ
てきた。そして NeXT、XEUS、Constellation-X等が打ち上がれば、今後 10年以内で、X線領域だけでなく
100keV以下の硬 X線領域でも 3つのパラメーターに関して、精度の良い観測が実現すると考えられる。しか
し、この 3つのパラメーターに比べて、偏光の観測は、はなはだ遅れているのが現状である。1970年代後半に
OSO8によって、かに星雲の偏光度が 2.6と 5.2keVのエネルギーで測定されて以来、X線領域での偏光の観測
は行われていない。また 2003年に、RHESSIによって、ガンマ線バースト (GRB)の偏光が検出されたという
報告があるが、GRBの統計的な偏光観測には至っていない。この様に偏光の観測がほとんど行われていない
理由は、感度の高い偏光度検出器を開発する事が困難だからである。しかし、もし感度の高い偏光度検出器が
開発されれば、超新星残骸の磁場構造、パルサーの輻射メカニズム、ブラックホールの時空の歪み、GRBの
エネルギー発生メカニズム、AGN(Blazar)のジェットの研究等に大きな貢献を果たすはずである。そこで我々
は、硬X線領域での精度の高い偏光観測を実現するために、コンプトン散乱を利用した硬X線偏光度検出器の
開発を進めてきた (図 1参照)。2004年にはプロトタイプの検出器 (検出面積 10cm2)を気球に搭載して、バッ
クグランドのデータを取得すると同時に、10分と限られた時間ではあるがかに星雲の観測にも成功した。この
成果と地上でのビーム実験の結果から、我々は 100cm2 の検出面積を持った硬 X線偏光度検出器を 2006年に
気球に搭載して、かに星雲の硬 X線領域での本格的な偏光観測を行うことを計画している。今までの基礎実
験から、検出器は以下の表 1の性能を達成している。この事から、上空 40kmで 3時間の観測を行えば、かに
星雲が硬 X線領域で 10%しか偏光していなくても、有為にその偏光度を測定できる。かに星雲が X線領域で
20%偏光している事を考えれば、我々の提案する観測で硬 X線領域で初めてかに星雲の偏光度が明らかにされ
ると考えられる。また、この実験が成功した後で、小型の人工衛星に我々の検出器を搭載することを本格的に
提案する予定である。

表 1: 検出器の性能

Energy Range 検出面積 検出効率　 モジュレーションファクター S/N比
40∼200keV 110cm2 ∼20% ∼60% 約 1:1

CsI(Tl)

plastic scinti

MAPMT

48mm

48mm
4cm散乱硬X線

図 1: 現在計画中の偏光度検出器。上の検出器を多数並べて、検出面積を拡張する。　
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